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1．背景および目的  

 高温域でのアスファルト混合物(以下，As 混合物)の材料特性に関する研究を筆者らは実施している 1)．こ

の研究では，高温域で As 混合物の実験を行うことから，比較的安定した計測のできる直径 50mm，高さ

50mm(以下，φ50・h50)の供試体を用い一軸圧縮試験を実施している．しかし，一般的な一軸圧縮試験は，

直径 100mm，高さ 200mm(以下，φ100・h200)の供試体を用いたものが多く，写真－1に示すように供試体サ

イズに大きな違いがある．この供試体の寸法の差が試験結果に大きな影響を与える可能性がある． 
一方，As 混合物で高さ 200mm の供試体を製作する場合に混合物を数層に分けて締固めると，層の境界面

がポアソン比などに大きく影響を与えると考えられる．このため，供試体製作時には，As 混合物を 1 層で締

固める必要があることから，屋外の試験フィールドに舗装厚さ 200mm 以上の As 混合物を 1 層で舗設し，そ

のフィールドから φ100・h200 のコアを採取して各種一軸圧縮試験を実施し，φ50・h50 供試体の試験結果と

比較することとした． 
 2．供試体作製方法 

 試験フィールドは，最大粒径 13mm のストレートアスファル

トを使用した密粒度 As 混合物を施工延長約 9m，幅 2.5m で舗

設した．施工には，舗装幅 2.5m～8.0m のホイール型アスファ

ルトフィニッシャーならびに 8ｔ振動タンデムローラー，25t
のタイヤローラーを使用し，フィニッシャーから撒きだした As
混合物を所定の締固め度が得られる舗装厚になるまで締固めた．

締固めが完了した試験フィールドから概ね幅 500mm 間隔でコ

アを抜きだし，採取したコアを深さ 50mm で 4 層に分けてカッ

トした供試体で締固め度を測定した．その結果，締固め度は 98
～101％の範囲に入っており，試験フィールドの施工が均一にで

きたことが確認でした 2)．その結果，今回施工した試験フィー

ルドにおいては，すべての箇所において同一の性状のアスファ

ルト混合物が製作できたものとし，一軸圧縮試験供試体用のコアを採取することとした． 

3．一軸圧縮試験方法 

 本研究で実施する一軸圧縮試験は，①静的圧縮試験②クリープ試験③繰返し載荷試験とした．荷重載荷は

Instron8802 型油圧型疲労試験機を使用し，縦ひずみ測定はポリエステル樹脂をベースに使用したひずみゲー

ジを使用した．ひずみゲージの長さは φ100・h200 供試体は 60mm，φ50・h50 供試体は 30mm とした．試験

温度は 20℃，40℃，60℃とした．以下に各試験方法の概要を記す． 

（1）静的圧縮試験 

供試体に 200μ／秒（φ50・h50 は 0.01mm/秒，φ100・h200 は 0.04mm/秒）の定ひずみ速度で圧縮変位をか

けるよう疲労試験機の設定を行い載荷し，時間ごとの応力，縦ひずみを調べた． 
（2）クリープ試験 

アスファルト混合物が十分に線形粘弾性領域である範囲で載荷圧が一定となるように荷重載荷し，載荷時

間と応力と縦ひずみの比であるスティフネスを求めた．載荷圧は既存の研究 1）から 0.068～5.5N/mm2とした． 

（3）繰返し載荷試験 

アスファルト混合物にハーバーサイン波で 20Hz,10Hz，5Hz で目標載荷圧を載荷し，発生する最大応力と

最大ひずみの比であるスティフネスを求めた．載荷圧はクリープ試験と同様とした． 

4．試験結果 

各試験温度における静的圧縮試験の応力と縦ひずみとの関係を図－1 に示す．今回実施したひずみ速度で

は，20℃において φ50・ｈ50 供試体と φ100・ｈ200 供試体の応力とひずみの曲線に差が生じた．試験温度 20℃
における縦ひずみおよび応力と時間との関係を図－2 に示す．応力と時間の関係は供試体寸法に関わらずほ

ぼ直線的な挙動を示すが，縦ひずみは φ100・ｈ200 供試体において載荷時間が短い範囲での増加量が少なく

 

写真－1 φ100・h200 とφ50・h50 の供試体 
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なっている．これは，アスファルト混合物が粘弾性体

であるために発生する応力がひずみより遅れる現象が

供試体サイズにより顕著に表れたものと考えられる．

図－3に 40℃における縦ひずみおよび応力と時間との

関係を示す．40℃では高温域となるためアスファルト

混合物の剛性が小さくなり，粘性挙動も低減するため

に φ100・ｈ200 供試体においてもひずみは時間ととも

にほぼ直線的に増加する． 

図－4 に載荷荷重を一定としたクリープ試験より得

られたスティフネスと載荷時間の関係を示す．載荷時

間が 0.1 秒以降では，各試験温度においてスティフネ

スと載荷時間との関係に供試体間の差が小さかった．

しかし，20℃で載荷時間が短い範囲では，供試体間で

差が見られた．このクリープ試験で供試体間での差が

見られた範囲において繰返し載荷試験を実施した．そ

の結果を図－5 に示す．本研究ではハーバーサイン波

で載荷したが，静的載荷時間(t)と正弦波の角速度（ω）
の関係であるｔ=1/ωを使用して繰返し載荷試験の載

荷時間をクリープ試験の載荷時間と同等にして処理す

ることとした 3）．その結果，繰返し載荷試験によって

得られるスティフネスはクリープ試験で求めたものよ

りも供試体間の差が小さくなることがわかった． 

5．結論 

供試体寸法が大きく異なる φ100・ｈ200 供試体と

φ50・ｈ50 供試体では，定ひずみ速度で一軸圧縮試験

を実施した場合，応力と縦ひずみの曲線に試験温度

20℃程度で差が生じることがわかった．また，一定載

荷荷重であるクリープ試験においても 20℃での載荷

時間が短い範囲ではスティフネスに差が生じるが，繰

返し載荷とすることによりその差が小さくなることが

わかった．このことから，アスファルト混合物が線形

粘弾性領域である範囲では，短い時間は繰返し試験，

それ以降の時間はクリープ試験とすることで，φ100・
ｈ200 供試体と φ50・ｈ50 供試体の両者は，ほぼ同等

の計測値が得られるといえる． 
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図－1 静的圧縮試験による応力－縦ひずみ関係      図－2 静的圧縮試験 20℃での縦ひずみ・応力－時間関係 
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図－3 静的圧縮試験 40℃での縦ひずみ・応力－時間関係 
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図－4 クリープ試験によるスティフネス－載荷時間関係 
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図－5 繰返し載荷試験によるスティフネス－載荷時間関係
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